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 ６月５日（水）に今年度最初の県小社研の代議員会をオンラインで開催しました。研究

主題『よりよい社会の実現を目指す子が育つ社会科学習～子どもが社会とつながる授業を

通して～』について、研究部から具体的な実践例をもとに、昨年度の成果や課題の説明を

しました。その後、各地区の代議員で実践交流を行いました。実践交流では、以下にある

ような内容について交流がありました。代議員会で使用しました研究に関わる資料は、各

地区の研修会や授業研究会にて活用していただくため、県小社研 HPに掲載しています。今

後も県内のすべての先生方と共に岐阜県の社会科の研究を進めていきたいと思っています。

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第８４号 R6．８． 

発行 岐阜県小学校 

社会科研究部会 

研究内容 １－（２） 「意識の連続性」と「指導と評価の一体化」を大切にした単元構成 

→「見通しカード」（ロイロノート）の活用 

研究内容 ２－（１） 社会的事象を関連付けて捉え多角的に考える学習活動 

→思考ツールを活用した実践 

❶教師は、単元全体や一単位時

間の「評価規準」を明確にし

た上で、児童の意識の変容

や、教師の指導・援助を考え

ることができる。 

❷児童は、「単元の課題」や「そ

の解決に向けて、自分がど

のような学びをしてきたの

か（これからしていくの

か）」を常に意識しながら、

学びを進めることができ

る。 

➊事実と事実を関連付けて「つ

まり･･･」という社会的事象

の意味や特色（概念）を生み

出すための学習活動。→「社

会認識力」の育成 

➋獲得した概念に対して一度

立ち止まり「本当にそうな

の？」と吟味するための学習

活動。→「社会的判断力」「批

判的思考力」の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【岐阜県小学校社会科研究部会として 改めて大切にしていきたいこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全国大会 和歌山大会 
「持続可能な社会の実現を目指す子供たち（仮）」のご案内 

 

・未来が予測困難な時代を生きる子どもたちに、今「社会科だからこそ」付けたい力を見

極め、その方法を追究していくこと。 

・現場の社会科専科の先生方が実践可能なもの、「チャレンジしたい」と思えるものを広

げていくこと。 

・他教科を専科とする先生もチャレンジしたり、他教科にも応用したりできるものを広げ

ていくこと。 

・各地域からの優れた実践を積極的に取り上げ、価値を再認識したうえで広げていくこと。 

【第１日目】（全体会） 令和７年２月６日（木） 会 場 和歌山城ホール 

指導講師 文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科調査官 小倉 勝登先生 

 

【第２日目】（会場校） 令和７年２月７日（金） 

第１会場 和歌山市立雑賀小学校  

講師 早稲田大学教育・総合科学学術院教授 藤井 千春先生 

第２会場 和歌山市立西脇小学校  

講師 文部科学省初等中等教育局教科調査官 小倉 勝登先生 


